
 

学校名　三原市立第二中学校

改善方策

 10月  ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

○標準学力調査

○毎日の家庭学習

○生徒の授業満足度

全国平
均以上
70%以
上
90%以
上

実施でき

ていない

66.9%

90.7%

実施でき

ていない

63.7%

89.7%

91.0%

99.7% B

・標準学力調査が未実施のため，客
観的データの比較はできていない。
・毎日の家庭学習については63.7％
で，前年度の62.5からは1.2％上昇し
たが，十分ではない。
・生徒の授業満足度については，
89.7％で，前年度の88.4％から1.3％
上昇したが，目標には達していない。

○

○わかりやすく説明や発
表している

○研究授業を１人年１回
以上(1単元開発)

70%以
上

１人１
回以上

72.0%

1人

69.5%

全員実
施

99.3%

100％

B

・「自分から進んで問題を解決しようと
している」(46％→53％)「自分の考えを
もって友達に伝えようとしている」
(28％→34％)「いろいろんなことに興
味をもって考えようとしている」(34％
→40％)「自分で問題が解決ができて
うれしかったことがある」(52％→61％)
でどの項目においても上昇している。
・研究授業は計画通りに進め，1月20
日までに全員が実施した。

○

○自分からあいさつ

○「いじめ」「暴力行為」の
件数

○不登校の人数

80%以
上
０件

15人以
下

71.1%

暴力5件
いじめ1件

10人

73%

暴力9件
いじめ1件

15人

91.3%

0％

0％ D

・中間報告から２％上昇している。挨拶に
ついて登下校時に生徒主体の挨拶運動を
することで意識は少しずつ高まっている。
・暴力行為のほとんどが１年生である。特
別な支援が必要な生徒が生起させている
のが半分以上である。
・不登校に関して，今年度新たな不登校は
１名。各担任の取組により，欠席日数が30
日以上の生徒も昨年より改善されている
ケースもある。

○

○道徳の授業満足度 90%以
上

86.2% 88.4% 98.2%

B

・目標値には至らなかったが中間報
告から2.2％上昇した。また，「道徳の
時間の勉強はためになると思う」と感
じている生徒は92.5％であった。
・全学年において担任以外の教員に
よる授業を実施し，様々な大人の考え
に触れる機会をもつことができた。

○

○自己肯定感

○部活動満足度

80%以
上
90%以
上

79.3%

92.4%

79.6%

91.7%

99.5％

101.9％ B

・79.6％の生徒が「自分にはいいとこ
ろがある」と感じている。
・91.7％の生徒が，「部活動に積極的
に参加し，楽しく活動することができて
いる」と感じている。

○

○社会や地域への貢献

○ボランティア活動参加
満足度

90%以
上
90%以
上

81.3％

実施でき
ていない

81.1%

92.6%

90.1%

102.9%
B

・81.1％の生徒が「社会や地域の役に
立っている」と感じている。
・92.6％の生徒が，「ボランティア活動
に参加して良かった」と感じている。 ○

○業務改善の意識調査

○超過勤務月60時間以
内

90%以
上
70%以
上

88.5％

73.1％

96.3%

71.2%

107%

101.7%

A

・「少しでも早く帰れるように業務改善
を進めている」と答えた教職員は
96.3％で，ほぼ全職員が意識して業
務改善に取り組んだ。
･各月において，勤務時間外の在校時
間が60時間を超えた職員は，10月合
計でのべ250人中72名であった。

○

先生方にとっても
身体が一番であ
るため，コロナ対
応等で忙しいとは
思うが，業務改善
の取組について
は，引き続き，改
善されると良いと
考える。

ｅ　目標達成のための方策

自ら学び仲間
と協働して学
習できる生徒
の育成

確
か
な
学
力

先の見えないコロ
ナ禍の中，この影
響も大きいとは思
うが，地道に取り
組んでいると思
う。数値的に結果
の出ていない項
目もあるが，全体
的に数値化でき
ない学校の頑張
りを生徒の様子
から感じた。

郷土に貢献で
きる生徒の育
成

信
頼
さ
れ
る
学
校

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

人に愛される
生徒の育成

授業参観の際
に，若干１年生に
落ち着きのなさを
感じた。また，暴
力行為が１年生
で生起していると
のことであった
が，ほとんどが２
学期のものであ
り，現在の様子を
見る限り，大きく
成長しているもの
と考えられる。引
き続き，日々の先
生方の細かな指
導をお願いした
い。

（　中間 ・ 最終　）

【ミッション】（自校の使命）
　　社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　　知・徳・体のバランスのとれた力を身に付け，郷土から愛される生徒の通う学校

ａ　学校教育目標
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン
夢を持ち果敢に挑戦し社会に貢献する生徒の
育成

ｇ
目標値

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標

評価計画

令和２年度　　学校評価表

ｆ　評価項目・指標

○地域と連携した防災学習の推進

○地域行事やボランティア活動への
参加

○生活四訓の徹底

○デイリーの取組やいじめアンケート
の実施

○教育相談の充実(ハートルームの
経営)

○生徒会活動や部活動の活性化

○協働的な学び合いの場を仕組み
議論する道徳の授業改善

自己評価

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

ｉ
達成度

学校関係者評価

校番（　２　）

l   評 価n
改善方策

m
コメント

・毎日の家庭学習については，
１･２学年で６月と比較すると
60％程度と10％程度下降して
いる。教科担当と担任や学年と
の連携を進め，習慣化が定着
できるようにしていく。
・生徒の授業の満足度につい
ては，３学年で92％であった
が，１学年が89.3％，２学年が
87.7％であり，授業の工夫改善
や個別学習を引き続き丁寧に
指導していく。
・前述の取組と１月に実施した
実力テストの結果の分析を通
して，基礎学力の定着に向け
ての指導をする。
・年間計画に沿って，研究授業
を行い，授業改善を図る。

○基礎学力の
定着とアダプ
ティブ(個別最
適)な学びの充
実

○主体的な学
びの創造と授
業改善の推進

○1人1業務改善の取組

○週に1日の定時退校日の設定

○積極的生徒
指導の推進

○道徳教育の
充実

○異年齢集団
での協働活動
の推進

○地域貢献活
動の推進

○業務改善の
推進

○基礎学力の定着

○家庭学習の習慣化

○わかる・できる授業の創造

・あいさつ以外の他の項目は高
い数値である。挨拶については，
生徒主体の挨拶運動の充実を
図るなど具体的取組を考えてい
く。
・特別な支援が必要な生徒への
継続的な指導を続けていく。全体
でも暴力，いじめに対する指導を
定期的に行っていく。
・欠席がちな生徒に対し家庭訪
問と教職員間の情報共有を行
い，保護者・ＳＣや関係機関と連
携しながら取り組んでいく。引き
続きピアサポートによる集団作り
を進めていく。
・道徳の研修実施が２月になって
しまったため，早い時期に実施
し，教員間の共通認識をもつ必
要がある。
・学校行事等が例年通り実施で
きない状況であるが，生徒が活
躍できる場を生徒会活動を中心
に設けていく。

・地域の防災士さんを呼び，防災
学習を行い，地域の活動に視点
を向ける事が出来た。
・新型コロナウイルスの影響によ
り，地域のボランティアに積極的
に参加できなかったが，今後ボラ
ンティアの申し出があれば，引き
続き継続して声掛けを行ってい
く。
・勤務時間外の在校時間を減ら
そうという意識が，学校全体とし
て大変高まっており，引き続き，
計画的，組織的に業務改善の取
組を進め，今後は更なる在校時
間の減少を目指す。

○思考力・判断力・表現力の育成

○主体的・対話的で深い学びの実現
に向けた授業改善

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。

ハ：分からない。

別紙様式１


